
様式３  実践事例  

肝付町立内之浦小学校 第１学年 

【授業実践のポイント】  

①   児童が道徳的価値の理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的

に考えることができるように活動内容を明確にした。  

②   児童の話合い活動を活性化させるために，ＩＣＴ機器を適切に活用でき

るように工夫した。  

 

１  主題名  「みんなで  つかう もの」［Ｃ（ 12）規則の尊重］  

⑴  教材名  「そろって  いるけど」（日本文教出版「生きる力１」） 

⑵  本時のねらい   

みんなで使う物は，誰かが整えるではなく，使った人みんなが整えなけ

ればならないことを理解し，みんなが使う場所や物を大切にしようとする

心情を育てる。 

 

２  授業の展開  

過程 主な学習活動 時間 指導上の留意点  

 

 

 

 

導  

入  

１  写真から，本時の主題につ

いて知る。 

 

２  教材名から，本時のめあて

をつかむ。 

 

みんなで使うものは，みん

なが整えなければならないの

は，どうしてだろうか。  
 

(分 ) 

 

 

 

 

7 

○   本時の主題を確認するため，き 

ちんとそろっているスリッパの写  

真から，みんなで使う物について

考えることを知らせる。  

○   教材名から自分の実態について  

気付かせるため，写真のようにス  

リッパをそろえられているか問い  

かける。 

○   しっかりできていない自分を変  

えるために大切なことは何かに触  

れ，課題につなげる。  

 

 

 

 

展  

開  

３  教材を読んで考え，話し合

う。  

４  なぜ，みんなで使う物は，

みんなが整えなければならな

いのか話し合い，大切にした

い気持ちをまとめる。  

○  気持ちよく使えるから  

○  みんなのためになるから  
 

 

14 
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○   教材の内容が簡潔に理解できる  

ようにするため，挿絵は短冊を掲  

示して，内容を確認する。  

【デジタル教科書の活用】  

○   ロールプレイングにおいて，そ 

れぞれの立場の気持ちを表現でき  

るようにするため，ロイロノート

を活用して，表情カードを提示さ

せるようにする。 

【 iPad・ロイロノートの活用】  

 

 

終  

末  

５  身の回りの公共物を利用す

るとき，気を付けたいことを

確かめる。 

６  本時の学習の振り返りをす

る。  

 

5 

 

5 

○   みんなで使う物や場所を大切  

 にする大切さについて考えが深め

られるよう，学校内で乱れがちな

物や場所の写真を提示する。  

【電子黒板の利用】  



 

 

 

 

 

 

 

〈ワークシート〉          〈ＩＣＴ機器の活用〉 

 

３  実践を終えて  

⑴  成果  

ア  児童の実態を踏まえためあてを設定したり，ロールプレイング後に考

える視点を与えたりしたことで多面的な考えを引き出すことができた。  

イ  児童が iPad を操作しながら，表情カードの違いから自分の考えを発表

することができていた。ＩＣＴ機器を利用した対話活動の充実を図るこ

とができた。 

ウ  道徳ノートの活用が進み，学習の振り返りに資することができた。  

⑵  課題  

ア  主題について，児童の意識を向けさせるまでの発問の在り方を考えて

いきたい。 

イ  児童の意見や考えを交流させるための教師の発問や問い掛けの言葉が

不十分だった。教師の発問・問い掛けの言葉を分類したり，増やしたり

していきたい。 

教材の内容が簡潔に理解できるよう

にするため，挿入教材の内容が簡潔に

理解できるようにするため，挿絵は短

冊を掲示して，内容を確認する。  

みんなで使う物や場所を大切にす

る大切さについて考えが深められる

よう，学校内で乱れがちな物や場所

の写真を提示する。  

 

ICT 機器を活用して

ロールプレイのときの

考えを表現する。  

中心発問を活

用し，自分の

考えをまとめ

振り返りのと

きに道徳的価

値についてふ

れる。  


